
大分県医療ロボット・機器産業協議会では、「東九州メディカルバレー構想」の取組の一つである医療関連産

業の拠点づくりの一環として、県内企業による医療・看護・介護・福祉機器等の開発や販路開拓を支援してい

ます。

医療・看護・介護・福祉の現場での「困りごと」、皆様の「アイデア」をきっかけとして、県内企業等による製品

等の開発を図るため、現場で働く皆様の機器やサービスの開発ニーズを募集しますのでお知らせいたします。

募集内容 皆様の現場で働いてる際の困りごと・ニーズなど
→ 日常の業務において、「こういう物がないか？」、「こんなものを作ってもらいたい」「こ
れは使いやすくならないかな？」などの具体的ニーズや、不便に感じること、困ってい
ることなど、皆様の気づきを募集します。

→ 医療・看護・介護・福祉機器だけでなく、施設内の設備やシステム、ＩＴ関連など、分野を
問いません。

→ 「①どのような場面・場所で、②誰が、③何に・どのように困っている、④理想的にはこ
のようにありたい」といったニーズを募集します。

応募対象 大分県内の医療・看護・介護・福祉の現場で働いている方々（職種は問いません）

募集期間 令和２年5月～7月末

応募方法 大分県医療ロボット・機器産業協議会ホームページから
様式をダウンロードして応募してください。
協議会HP
http://medical-valley.jp/news/20200525/2675/

大分県医療ロボット・機器産業協議会 事務局 担当：平山、通山
〒870-8501 大分県大分市大手町3-1-1（大分県商工観光労働部新産業振興室内）
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〔東九州メディカルバレー構想推進事業〕 大分県医療ロボット・機器産業協議会

「おおいた産まれ」 の機器を使ってみませんか？
大分県内の病院や施設を対象にした補助事業で、県内企業が開発した機器（協議会登録機器）を購入・レ
ンタル・リースする場合、経費の一部を支援する制度です！

対象機器 大分県医療ロボット・機器産業協議会の登録機器
※東九州メディカルバレー構想に基づき、医療関連機器の普及拡大を目的に、県内中小
企業が製造・開発したもの

補助内容 大分県内の病院や施設を対象に、レンタル料・リース料・購入にかかる経費の

一部を補助 （個人導入は対象外）

補助率：１／２以内 １機器あたり上限５０万円以内
※専門学会や専門誌等での報告・発表、機器を使用したイベント・講習会等（ただし導入し
た施設の関係者や利用者以外からの参加を含むもの）ができない場合は１機器あたり
上限２０万円

募集期間 随時（申請総額が予算の上限に達した場合には、その時点で募集を終了します）

申請方法 大分県医療ロボット・機器産業協議会ホームページから
様式をダウンロードして申請してください。
協議会HP
http://medical-valley.jp/news/20200327/2718/


